
研究評価（中間評価）の目的と方法について
１．目的
(独)原子力研究開発機構(以下、機構と略記する。)では「研究開発課題評価実施規程」において、以下のように定めている。（抜粋）

２．評価の対象、範囲、方法
機構の実施する、原子力基礎工学研究を評価の対象とし、以下の3点について評価する。
(1) 研究開発の進捗状況の妥当性

(2) 情勢変化に対応した研究開発の目的・目標、進め方などの見直しの必要性（継続、変更、中止等の決定）

(3) 研究資金・人材等の研究開発資源の再配分の妥当性

なお、本評価では、平成20年9月から、平成24年9月までの4年1カ月を評価対象期間とする。この対象期間中に機構に対する第1期中期目標期間(平成17年度～平成21年度)から第2期中期目標期間(平成22年度～平成26年度)への移行が含まれ、それに伴う研究課題等の一部変更があった(別添1参照)。このため、評価は、第1期中期目標期間実施分と第2期中期目標期間実施分に分けて行う。
評価の方法は、(1)については、資料3-1及び3-2に基づき、下表の基準に従って定量的な評価を行う。(2)については、見直しの必要がある場合に、資料3-1あるいは3-2の該当箇所にその旨の指摘を行う。また、(3)については、妥当性に関して指摘する必要がある場合に資料3-1あるいは3-2の該当箇所にその旨の記載を行うこととする。さらに、(2)及び(3)以外にも、資料3-1あるいは3-2を用いて、必要な意見を述べることができる。上記を含み、具体的な要領を別添2に示した。
研究・評価委員長は、各評価委員の評価結果を取りまとめ、委員会としての評価結果を理事長に答申する。

表　評価点と評価基準
	評価点
	評価基準

	S
	特に優れた実績を上げている。

	A
	設定目標を達成、または目標を上回る実績を上げた。

（目標達成度100%以上）

	B
	設定目標は未達成だが、目標に近い実績を上げた。

（目標達成度70%以上100%未満）

	C
	設定目標は未達成であり、達成に向けた実績も不十分だ。

（目標達成度70%未満）


３．スケジュール
平成24年12月13日(木)
原子力基礎工学・評価委員会の開催

平成25年 1 月25日(金)
評価委員からの評価結果ご回答締め切り
平成25年 2 月

評価結果のとりまとめと報告内容の検討
平成24年 3 月下旬

理事長に答申
原子力基礎工学研究・評価委員会の研究・評価の対象（対照表）
	前中期計画期間（H17～H21）の評価対象
	
	本中期計画期間（H22～H26）の評価対象

	Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため取るべき措置
1．エネルギーの安定供給と地球環境問題の同時解決を目指した原子力システムの研究開発

(3)原子力システムの新たな可能性を切り開くための研究開発　　のうち

1)分離・変換技術の研究開発

2)高温ガス炉とこれによる水素製造技術の研究開発

3)核融合エネルギーを取り出す技術システムの研究開発　のうち

②炉心プラズマ研究開発及び核融合工学研究開発　の一部

(　説明は材料工学研究で

3．原子力の研究、開発及び利用の安全の確保と核不拡散に関する政策に貢献するための活動

(1)安全研究とその成果の活用による原子力安全規制行政に対する技術的支援  の一部
(　説明は材料工学研究で

(3)核不拡散政策に関する支援活動　　の一部　(　説明は環境工学研究で
5．原子力の研究、開発及び利用に係る共通的科学技術基盤の高度化

(1)　原子力基礎工学

　１)　核工学研究

　2)　炉工学研究

　3)　材料工学研究

　4)　核燃料・核化学工学研究

　5) 環境工学研究

　6) 放射線防護

　7) 放射線工学研究

　8) シミュレーション工学研究　のうち

　　　DNA損傷・修復シミュレーションの高度化
	
	Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため取るべき措置

1．福島第一原子力発電所事故への対処に係る研究開発

4. エネルギー利用に係る技術の高度化と共通的科学技術基盤の形成

(1) 核燃料物質の再処理に関する技術開発

(2) 高温ガス炉とこれによる水素製造技術の研究開発


(3) 原子力基礎工学研究

1) 核工学・炉工学研究
（核工学・炉工学U）

2) 照射材料科学研究
（燃料・材料U）

3) アクチノイド・放射化学研究
（燃料・材料U、環境・放射線科学U）

4) 環境科学研究
（環境・放射線科学U）

5) 放射線防護研究
（環境・放射線科学U、原科研）

6) 計算科学技術研究
（システム計算科学センター）

7) 分離変換技術の研究開発
（全U、J-PARCセンター、原科研）
(4) 先端原子力科学研究 




研究評価の要領
１．方法
(1) 別途添付したファイル（[H24配布資料3-1]_評価シート_第1期.docx及び[H24配布資料3-2]_評価シート_第2期.docx）に記載された自己評価および委員会で配布された発表資料等に基づき評価をお願いします。

(2) 評価は、別途添付したファイル（[H24配布資料3-1]_評価シート_第1期.docx及び[H24配布資料3-2]_評価シート_第2期.docx）に記述して下さい。評価基準は、独法評価の基準に従い、以下のとおりとします。

S: 特に優れた実績を上げている。

A: 設定目標を達成、または目標を上回る実績を上げた。
（目標達成度100%以上）
B: 設定目標は未達成だが、目標に近い実績を上げた。

（目標達成度70%以上100%未満）
C: 設定目標は未達成であり、達成に向けた実績も不十分だ。

（目標達成度70%未満）
(3) 評価（S/A/B/C）と [評価理由] は必ず記入をお願いいたします。また、特にご専門分野等で、個別項目にご意見がございます場合は、[ご意見等] に記述をお願いします。特にない場合は、ブランクで結構です。

２．ご回答返送等

(1) 評価委員からの評価結果ご回答締め切りは、平成22年1月25日(金)　とさせていただきます。

(2) ご回答は、添付ファイル（[H24配布資料3-1]_評価シート_第1期.docx及び[H24配布資料3-2]_評価シート_第2期.docx）にご記入の上メールに添付してご返送いただくか、または委員会で配布した同資料にご記入の上ご郵送いただくようお願いします。

メール送付の場合：原子力基礎工学研究部門　研究推進室長代理
森　貴正（mori.takamasa@jaea.go.jp）

郵送の場合：〒319-1195 茨城県　那珂郡　東海村　白方白根2-4

　　　　　　　　日本原子力研究開発機構　原子力基礎工学研究部門　

研究推進室長代理　森　貴正
頂いた評価結果は、事務局で取り纏めて委員長に提出します。後日、各委員にも委員長から理事長への答申内容としてご確認をお願いします。
平成24年12月13日


原子力基礎工学研究・評価委員会


資料2





（評価の目的）


第３条　研究開発課題の評価は、研究開発を督励するとともに、経営資源を有効に活用して効果的な研究開発業務に資することを目的とする。





（評価対象）


第４条　研究開発課題の評価は、原則として、機構が行う全ての研究開発課題を対象とする。


２　前項の対象には、研究開発課題に関係する施設・設備の整備及び運用を含む。





（評価の実施時期）


第５条


２　長期の研究開発期間を有するもの、又は期間の定めが無いものについては、定期的に中間評価を行う。





（評価の観点）


第６条　評価の実施時期毎の評価の観点は、次の各号に定めるとおりとする。


（２）中間評価


研究開発の進捗状況の妥当性、情勢変化に対応した研究開発の目的・目標、進め方などの見直しの必要性（継続、変更、中止等の決定）、研究資金・人材等の研究開発資源の再配分の妥当性などを評価する。





平成24年12月13日


原子力基礎工学研究・評価委員会


資料2　別添1
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平成24年12月13日


原子力基礎工学研究・評価委員会


資料2　別添2
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